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者
が
普
段
何
を
考
え
て
い
る

か
、
物
事
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
表
れ

る
。
自
分
が
丸
裸
に
な
る
こ

と
で
人
に
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
は
強
い
」
と
語
っ
た
。

　
宇
井
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
本

年
、
第
１
回
笹
本
恒
子
賞
を

受
賞
し
た
。

　
受
講
し
た
天
野
公
太
さ
ん

　
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
日
本
写
真
家

協
会
と
の
協
力
講
座
「
報
道

写
真
論
」（
前
期
14
回
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）
は
、
内
外
で

活
躍
す
る
写
真
家
が
講
義
を

行
う
実
践
的
講
座
と
し
て
好

評
だ
。

　
今
年
度
の
講
師
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
紛
争
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
な
ど
を
追
う

広
河
隆
一
さ
ん
と
日
本
の
先

住
民
族
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
取

材
と
撮
影
を
25
年
前
か
ら
続

け
て
い
る
宇
井
眞
紀
子
さ

ん
。
約
１
０
０
人
が
受
講
し

て
い
る
。

　
６
月
20
日
の
宇
井
さ
ん
の

テ
ー
マ
は
「
ア
イ
ヌ
と
き
ど

き
日
本
人
」。
宇
井
さ
ん
は

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を

紹
介
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成

長
を
記
録
し
た
ほ
ほ
え
ま
し

い
写
真
や
、
ア
イ
ヌ
文
化
の

伝
承
に
励
む
人
々
、
同
化
政

策
に
反
対
し
て
民
族
の
尊
厳

を
大
切
に
す
る
人
々
の
姿

も
。「
撮
影
当
初
か
ら
子
連

れ
で
出
向
き
、
家
族
ぐ
る
み

の
お
付
き
合
い
に
な
っ
た
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
明
か

し
た
。

　
学
生
か
ら
撮
影
の
心
構
え

を
聞
か
れ
、「
自
分
の
感
性
を

信
じ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

て
い
る
。
写
真
に
は
、
撮
影

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

は
６
月
10
日
か
ら
２
日
間
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
の
学

部
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
行
っ
た
。

学
生
18
人
が
参
加
、
上
級

生
、
下
級
生
が
協
力
し
合
っ

て
、
人
間
に
代
わ
っ
て
作
業

を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ｂ
ｏ
ｔ
」
を
完

成
さ
せ
た
。

　
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（Hackath

on

）
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
広
義

に
指
す
ハ
ッ
ク
（Hack

）
と

マ
ラ
ソ
ン
（Marathon

）
を

掛
け
合
わ
せ
た
米
Ｉ
Ｔ
業
界

発
祥
の
造
語
。
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
対
し
て
技
術
や
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
短
期

間
に
集
中
し
て
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ス
テ
ム
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
開
発
す
る
。

　
初
日
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
製
作
を
始
め
た
。
１

年
次
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
が
多

か
っ
た
が
上
級
生
が
丁
寧
に

教
え
て
い
た
。
ま
た
、
協
賛

し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
▽
Ｌ

ｉ
ｓ

ｂ
▽
グ
ッ
ド
パ
ッ
チ

▽
Ｈ
ｍ
ｅ
ｅ
▽
ヤ
フ
ー
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
の
５
社
の
担
当
者
も
常

駐
し
、
学
生
の
質
問
に
応
じ

た
り
、
技
術
指
導
を
行
っ
た

り
し
た
。
宿
泊
場
所
の
生
田

研
修
館
で
も
意
見
交
換
や
作

業
が
続
い
た
。

　
発
表
会
で
は
「
休
講
情
報

を
収
集
し
て
通
知
し
て
く
れ

る
ｂ
ｏ
ｔ
」「
ネ
ッ
ト
情
報

の
学
生
を
つ
な
ぐ
ｂ
ｏ
ｔ
」

な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
披
露
さ
れ
た
。
審
査
の
結

果
、「
今
日
も
頑
張
っ
て
」
な

ど
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

て
く
れ
る
「
人
生
を
い
や
す

ｂ
ｏ
ｔ
」
を
開
発
し
た
チ
ー

ム
に
ヒ
ラ
メ
キ
賞
が
授
与
さ

れ
た
ほ
か
全
チ
ー
ム
に
賞
が

贈
ら
れ
た
。

　
参
加
し
た
１
年
次
生
は

「
目
的
通
り
に
動
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
完
成
し
て
う
れ
し

い
。
４
年
間
で
学
ぶ
知
識
や

ス
キ
ル
を
い
ち
早
く
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
」。
４
年

次
生
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
慣
れ
て
い
な
い
１
年
次
生

に
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う

が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
楽
し
く
作
業
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。

　
指
導
の
飯
田
周
作
教
授
は

「
学
生
が
刺
激
を
受
け
る
機

会
を
今
後
も
提
供
し
て
い
き

た
い
。
他
大
学
の
学
生
と
チ

ー
ム
を
組
ん
で
行
う
ハ
ッ
カ

ソ
ン
な
ど
も
面
白
い
の
で

は
」
と
話
し
て
い
る
。

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
む
学
生
た
ち

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
作
品
を
例
に
撮
影
指
導

を
行
っ
た
広
河
さ
ん
の
講
義

学生の質問に答える宇井さん

（
２
年
次
）
は
「
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し

て
撮
影
す
る
姿
が
伝
わ
っ
て

き
た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　
５
月
16
日
に
は
広
河
さ
ん

か
ら
撮
影
の
実
技
指
導
も
あ

っ
た
。
学
生
は
講
義
の
あ
と

教
室
を
出
て
人
物
撮
影
を
行

っ
た
。
小
松
幸
男
さ
ん
（
２

年
次
）
は
「
一
眼
レ
フ
で
の

撮
影
は
初
め
て
で
新
鮮
な
授

業
だ
っ
た
。
人
物
撮
影
は
光

の
当
て
方
が
難
し
い
」
と
話

し
た
。
報
道
写
真
論
の
最
後

の
授
業
（
７
月
25
日
）
で
広

河
さ
ん
か
ら
講
評
が
行
わ
れ

る
。

　
同
学
科
の
協
力
講
座
に
は

ほ
か
に
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
）、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
（
読
売
新
聞
社
）、
国

際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
（
毎

日
新
聞
社
）、
科
学
と
メ
デ

ィ
ア
（
朝
日
新
聞
社
）
な
ど

全
７
講
座
が
あ
る
。

　「
海
外
留
学
・
国
際
交
流

フ
ェ
ア
」
が
６
月
24
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
留
学
帰
国
学
生
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
個

別
相
談
、
留
学
生
の
母
国
紹

介
、
国
際
交
流
会
館
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
学
生
は
留
学
や
国
際
交
流

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
ラ
オ
ス
国
立
大
学
（
国
際

交
流
協
定
校
）
か
ら
特
別
聴

講
生
と
し
て
留
学
し
て
い
る

イ
ン
テ
ィ
ッ
プ
セ
ー
ン
・
ブ

ン
パ
イ
さ
ん
は
ラ
オ
ス
語
の

あ
い
さ
つ
や
ラ
オ
ス
の
学
生

生
活
に
つ
い
て
、
写
真
を
見

せ
な
が
ら
語
っ
た
。

　
個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
は
、

留
学
の
際
の
準
備
や
費
用
、

現
地
で
の
生
活
に
つ
い
て
質

問
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

ラオスの学生生活について語るブンパイさん

海外留学・国際交流フェア

ネット情報　初のハッカソン開催

学生18人参加　「bot」を完成

撮
影
の
心
構
え
や
実
技
指
導

写
真
家
が
実
践
的
講
座

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
「
報
道
写
真
論
」

　専門は西洋法制史で主たる研究対象

は中世ヨーロッパの法学である。研究

のための道具はラテン語である。文学

部の歴史学専攻であれば学部時代から

古典語を学習するのであるが、私は法

学部出身であり、法学の本格的研究の

ためにはローマ

法と取り組まね

ばならず、その

ためにはラテン語が必須だと思い至っ

たのは大学院に入ってからであった。

最初は独学で手探りであったが、その

後、当時上智大学で古典学の教授が隔

週で開いていた法律家向けラテン語講

読会に参加し、ラテン語を一から学習

しなおすことになった。

　一から学習しなおすことの経験は、

高校２年生時の古文学習にあった。教

科書の文章を書き写し、その文章を個

別の単語に分け、その品詞と活用を書

く。こうして個別の単語の意味とつな

がりを明らかにしたうえで、全体とし

て構成して、現代語訳を作る。これを

ラテン語学習でもおこなった。同じよ

うにテクストを書き写し、個別の単語

の性や活用を特定し、そこから単語同

士のつながりを考え、意味を考える。

ラテン語は、現代語と違って名詞とそ

れを修飾する形

容詞が離れてい

ることが多い。

しかし、性と格が分かればどんなに離

れていてもつながりは理解できる。

　個別のものに分解し、そこから全体

を再構成するというのは、およそあら

ゆる学問にとっての基本であろう。文

法構造のしっかりした言語を学ぶこと

は、そうした学問的思考を一番基礎か

ら身に着けるための訓練にもなるので

ある。（担当は西洋法制史）
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小川　浩三 法学部教授

私の語学修行

製
作
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

概
要
を
発
表


